
　福島県立医科大学の内科専門医研修プログラムは専門性の高い高度専門医療と，ジェネラルな
幅広い総合内科学という一見両端にあると思われる分野を有機的に融合させた専門研修を実現し
ました。これにより地域の病院では一般内科医として，高次医療施設では専門医として診療する
ことができ，まさにすそ野が広く頂の高い内科医を育成します。もともと内科各科の垣根が低い
環境があり，そこに新設の総合内科が加わったことによりこの体制が実現しました。
　すべての内科医が将来高次医療機関で勤務するとは限りません。開業をしたり一般市中病院で
定年を終えたりする医師がほとんどであり，高齢社会の中で病院や地域のニーズから，自分の専
門以外の問題も対応できる能力がこれからの内科医にはさらに必要となってきます。そして大切
なことはこれのマインドを初期のうちに育てておかなければ，後から取り戻そうとするのはとて
も大変なことであるということです。
　コースは 3年間の総合内科研修をおこなった後に 3年間のサブスぺシャルティ研修に進む「内
科基本コース」と，両者を途中から重ねて研修する「サブスぺ重点コース」に分かれますが，全
部で 41連携施設＋特別連携施設を擁し，大学院進学，留学などのオプションも抱負な福島医大
のプログラムはどのようなキャリアにも対応すると自負しております。
　現在日本で最も凹んだ地域となっている福島。だからこその底力で専門研修を盛り上げており
ます。
　日本の将来を担う若き精鋭をお待ちしております。
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